
事務の標準化・共同化について（報告）
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第2回国民健康保険運営協議会からの進捗

○標準化・共同化の進捗状況
（【資料2-1】「事務の標準化・共同化一覧」参照）

①外国人被保険者向けパンフレット（番号1）：
【内容】
県で原案を作成し、翻訳（英・中（簡体字・繁体字）・韓）を委託。
翻訳した原稿を県ホームページに掲載するとともに、市町村窓口で配布。
市町村に編集可能な原稿を配布し、編集等の活用も可能とする。

【進捗】
令和元年10月30日に各市町村・国保連へ翻訳内容の照会を実施。
令和元年12月6日に日本語原稿を確定させ、市町村へ通知。
令和2年2月末を期限に翻訳業務を委託中。

【今後の進め方】
翻訳業務完了後、県ホームページに掲載するとともに、市町村に編集可能
な原稿を提供予定。
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第2回国民健康保険運営協議会からの進捗

○標準化・共同化の進捗状況

②不正利得の回収に係る事務取扱（番号18）：
事務の進め方（委託範囲・費用の徴収方法等）について各市町村へ照会し、

進め方について市町村と協議（令和2年1月21日）

⇒今後の進め方：
・不正利得：
国民健康保険法第65条第4項に基づき策定した不正利得の回収に係る事務
処理規約に基づき、
・「返還先の市町村が県内の複数に及ぶもの」
・「保険医療機関等の指定が取消となったもの」

について、市町村の意向を踏まえて県で受託。
・柔道整復師等の施術による不正利得：
地方自治法第252条の14に基づく事務の委託となるため、委託の方法等に
ついて、引き続き市町村と協議。

以上の方針を、国保運営方針連携会議で報告予定（令和2年3月）。
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（ご参考：都道府県による不正利得回収の概要（厚生労働省資料））



第2回国民健康保険運営協議会からの進捗

③修学中特例者に対する被保険者証（マル学）の更新時期の統一（番号３）：
④被保険者証と高齢受給者証との一体化（番号20）：

いずれも、市町村への照会結果を踏まえて、作業部会で協議
（令和2年1月21日）

③マル学の更新時期の統一：
多くの市町村で、被保険者証の更新時期と同一の結果（29/30市町村）

④被保険者証と高齢受給者証との一体化：
以下の意見が市町村からあり。
・オンライン資格確認の開始に伴う、マイナンバーカード利用との兼ね合い
・システム改修や発行時期変更（8月有効開始）変更に伴う費用の取扱い
・7月中に送付することによる、市町村事務作業の輻輳

以上の意見を踏まえ、今後の進め方について、国民健康保険運営方針連携会
議にて協議予定（令和2年3月）。
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（ご参考：被保険者証兼高齢受給者証）
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（ご参考：オンライン資格確認について（厚生労働省資料））
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（ご参考：オンライン資格確認について（厚生労働省資料））
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（ご参考：オンライン資格確認について（厚生労働省資料））


